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ウインターワークショップ 2008・イン・道後 論文集 (平成 20年 1月)

ソフトウェア理解支援を目的とした辞書の作成法

瀬康裕行市井 誠tl 井上克郎tl

本研究では， ソフトウェア理解を支援するために，ソフトウェア中で用いられる単語の辞撃を自動
的に作成する手法をする.作成する辞惑には，識別子に用いられる名詞と修飾語，そしてその間の関
係が記録さjもる

A Novel Approach for Building a Thesaurus for Program Comprehension 

YASUHIRO HAYASE，tl MAKOTO ICHIIt1 and KATSURO INOUE tl 

We propose a method for building a thesaurus that helps program comprehension. The 
thesaurus conatins nominal or adjective words and relations between the words 

1.はじめに

近年，ソフトウェア保守にかかるコストの増大が問

題となっている.ソフトウェアを変更するためには対

象ソフトウェアを詳細に理解する必要があるが，ソフ

トウェアに付随するべきドキュメントは，ソフトウェ

ア保守の過程で適切に変更されないことが多し山た

め，ソフトウェアを理解するにはソースコードを読み，

理解しなければならない2)

ソースコードを理解する際に，保守作業者は後々な

手がかりを利用するが，ソースコード中に出現する識

別子の名前は非常に重要な手がかりの 1つであると言

われている.具体的には，保守作業者がソースコード

を理解する時には，そのプログラムの使われるドメイ

ンの知識とプログラム要素との対応付けに識別子の名

前を用いる3)4) このため，識別子に適切な名前が付

けられていない場合には，ソースコードを理解するた

めに莫大な時間を必要としてしまう 5)

また，識別子に適切な名前が付けられていたとして

も，作業者が保守対象のソフトウェアに不慣れな場合

には，プログラム要素と知識との対応付けが上手く出

来ない.このことが，対象ソフトウェアに熟練してい

る者に比べて，保守作業に長い時間がかかつてしまう

原因の 1つになっていると考えられる.

そこで，本研究ではソースコード中に出現する単語

とその椅の関係、から，単諮問の関係を記した辞蓄(シ
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ソーラス)を作成する手法を提案する このシソーラ

スを用いることで，対象ソフトウェアを効率的に理解

することが出来るようになると期待される.

2. 提案手法

提案手法の概要を図 1に示す.

手法の入力はオブジェクト指向プログラミング言語

で警かれたソースコードであり， 出力は名詞の上位

下位関係と，名詞と修飾語の関係をど記録したグラフ構

造の辞撃である.

提案手法は，まずソースコード集合を構文解析し，

識別子名とそれらの間の is-a関係(一方がもう一つの

具体例になっている関係)を取得する.一般に，識別

子名は複数の単語を連結したもの(複合語)であるこ

とが多い.そこで，複合語を切り分け，単語の列を作

成する is-a関係の具体例としては，クラスやインタ

フェースの継承や実装関係や，変数とその型の関係が

ある.

次に，単語列の簡のかa関係を解析する.解析結

果は，以下の 3つに分類される.

一方の単語手IJがもう一方に含まれる場合 長い単語ヂIj

から短い単語ヂIJを除いた単語列を修室i!I諾として抽

出する.

共通して現れる部分単語夢IJがある場合 共通する部

分を掠いた 2つの単語列を，名詞の上位下位関

係として抽出する.また，共通する部分を修飾語

として抽出する.

それ以外の場合 2つの単語列を，名詞の上位下位関

係として抽出する.
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時
図 1 手法の概要

シソーラス

抽出した隠係や単語が，予め定めた詞値以上の回数

出現したならば，辞書に笠録する.

3. 関連研究

対象ソフトウェアに不慣れな保守作業者で、あっても

効率的な保守作業を可能にするために，保守作業者に

適切な知識を与える研究が行われている.

Caprileら.6)は， C言語の関数名の構造を定義し，

関数名に用いられる語紫の辞書を作成した.さらに，

その辞書を用いて関数名の再構築を支援する手法を提

案した. この手法では，対象とするソフトウェア毎に，

関数名の正規文法を手動で作成しなければならないと

いう問題がある.Hostら7)は，メソッドの命名作業を

支援することを目的として，既存の Javaソースコー

ドを解析し，メソッド名に用いられる動詞の意味を説

明した百辛繋を作成した Antoniolらめは，プログラ

ム中の識別子に用いられている誇奨が，開発の進行に

伴ってどう変化するかについて調査した.

4. 将来の課題

ソースコード集合会解析し，シソーラスを作成する

システムは実装済みである.

次に，作成したシソーラスlこ，自然言語とは異な

る単語や関係が存在するかについて調査するために，

作成したシソーラスと WordNetなどの自然言語のシ

ソーラスとを比較することを計画している.

さらに，シソーラスから不適切な単語や関係を除去

するために，より適切な閥値の設定方法を考案する.

一般に， ソースコードの外部から利用される識別子は

熟慮して名付けられるため適切な名前が付けられる

ことが多いが，内部のみで使用される識別子の名前に

はあまり注意が払われない.そこで，この性質を利用

し，ソースコード内からのみ参照可能な識別子や，外

部からの参照が少ない識別子から取得した単諮問の関

係は，同じ関係が複数のソースコードで出現した時の

みシソーラスに登録するようにすれば良いのではない

かと考えている.外部からの参照の多さの基準として

は， faルinや ComponentRank 値(実績に基く再利

用性の尺度)を用いることを考えている.

以上に加え，作成したシソーラスを効果的に提示す

るユーザ、インタフェースを作成することも必要である.
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